





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写本の名称 員数 書写年代 所蔵
○古本系
佐佐木本 １葉 平安初期 東京・個人
四天王寺本 ２葉 平安初期 大阪・四天王寺
田中本 １軸 平安初期 奈良・奈良国立博物館
岩崎本 ２軸 平安中期 京都・京都国立博物館
前田本 ４軸 平安後期 東京・前田育徳会尊経閣文庫
図書寮本 ７帖 1142、1346 奥書 東京・宮内庁書陵部
北野本 27帖 鎌倉～江戸期の５群 京都・北野天満宮
向日神社本 １冊 南北朝期 京都・向日神社
○卜部家本系
弘安本（兼方本・吉田本） ２軸 1286 裏書 京都・京都国立博物館
乾元本（兼夏本） ２軸 1303 書写 奈良・天理大学附属天理図書館
水戸本（剣阿本） ２軸 1328 書写 東京・徳川ミュージアム
兼右本 28冊 1540 奥書 奈良・天理大学附属天理図書館
熱田本 15軸 1375～77 奉納 愛知・熱田神宮
内閣文庫本 10冊 室町末期 東京・国立公文書館
寛文九年版本 1669 印行
○その他
玉屋本 １冊 1416～1433 奥書 東京・東京国立博物館
三嶋本 ６軸 1428 奥書 静岡・三嶋大社、東京・國學院大學
二
玉
屋
本
日
本
書
紀
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
で
あ
る
玉
屋
本
は
、
全
三
十
巻
の
う
ち
、
巻
第
一
（
神
代
上
）
か
ら
巻
第
十
（
応
神
紀
）
ま
で
を
三
冊
に
収
め
た
写
本
で
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
（
8
）。
法
量
は
二
五
・
一
×
十
五
・
七
で
、
焦
茶
色
の
表
紙
が
付
き
、
表
題
は
見
え
な
い
。
表
紙
右
上
の
ラ
ベ
ル
に
よ
る
と
、「
明
治
三
十
八
年
／
歴
史
會
三
八
號
／
寄
贈
」
と
あ
り
、
寄
贈
を
示
す
も
の
が
あ
る
（
9
）。
三
冊
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
一
丁
目
上
部
に
、「
東
京
尋
常
師
範
学
校
蔵
書
印
」
の
印
が
あ
り
、
各
冊
の
裏
表
紙
見
返
し
に
、
本
文
と
は
別
に
「
智
積
院
（
10
）」
と
墨
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
智
積
院
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
後
に
智
積
院
か
ら
流
出
し
、
江
戸
時
代
に
吉
原
の
玉
屋
山
三
郎
の
元
に
あ
っ
た
（
11
）。
後
に
玉
屋
本
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
面
は
八
行
×
十
七
字
を
基
本
と
し
、
分
註
、
干
支
を
二
行
で
記
し
、
読
み
や
訂
正
箇
所
を
朱
書
き
す
る
箇
所
が
あ
る
。
第
一
冊
は
表
紙
裏
に
「
神
祇
部
一
」、
本
文
内
題
に
「
神
代
上
日
本
紀
第
一
」
と
あ
り
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
神
代
上
・
下
は
『
類
聚
国
史
』
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
写
本
と
し
て
の
玉
屋
本
に
対
す
る
評
価
は
「
極
め
た
る
改
攙
本
（
12
）」、「『
日
本
書
紀
』
と
し
て
は
特
異
な
も
の
（
13
）」、「
正
統
／
正
当
な
『
日
本
書
紀
』
か
ら
の
逸
脱
（
14
）」
の
よ
う
に
、
総
じ
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、「
玉
屋
本
は
、『
日
本
書
紀
』
成
書
以
後
、
そ
の
本
文
が
書
写
の
環
境
に
合
わ
せ
て
改
編
マ
マ
さ
れ
て
き
た
形
跡
を
色
濃
く
残
す
。
い
わ
ば
状
況
に
応
じ
て
変
化
し
た
『
日
本
書
紀
』
で
あ
る
（
15
）。」
と
い
っ
た
評
価
も
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
巻
三
以
降
に
関
す
る
玉
屋
本
の
研
究
は
、
巻
四
以
降
の
内
容
の
独
自
性
の
指
摘
に
と
ど
ま
り
、
巻
三
に
対
す
る
再
評
価
、
内
容
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
文
が
「
日
本
紀
」
で
始
ま
る
こ
と
、
巻
五
（
崇
神
天
皇
紀
）
に
お
け
る
中
臣
祭
文
の
挿
入
、
巻
四
以
降
の
文
字
異
同
、
巻
四
以
降
の
独
自
注
釈
の
挿
入
の
四
点
（
16
）
で
あ
る
。
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【巻五（崇神天皇紀）における中臣祭文】
三
玉
屋
本
日
本
書
紀
の
独
自
性
・「
孔
舎
衛
」
と
「
孔
舎
衙
」（
夏
四
月
丙
申
朔
庚
申
）
地
名
で
あ
る
「
ク
サ
カ
」（
日
下
、
草
香
）
を
、
諸
写
本
で
は
「
孔
舎
衛
」
（
ク
サ
エ
）
と
誤
っ
て
お
り
、
岩
波
版
・
小
学
館
版
共
に
「
孔
舎
衛
」
を
本
文
に
採
っ
て
い
る
。
一
方
、
玉
屋
本
は
「
孔
舎
衙
」
と
し
て
お
り
、「
ク
サ
カ
」
と
正
し
く
地
名
を
記
述
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
名
を
考
慮
し
た
場
合
、
諸
写
本
の
「
孔
舎
衛
」
で
は
な
く
、
玉
屋
本
の
「
孔
舎
衙
」
を
採
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
玉
屋
本
が
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
強
い
本
文
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、
書
写
年
代
が
十
五
世
紀
と
い
う
比
較
的
新
し
い
写
本
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、「
孔
舎
衛
」
を
「
孔
舎
衙
」
と
間
違
え
て
書
写
し
た
可
能
性
、「
孔
舎
衛
」
で
は
地
名
「
ク
サ
カ
」
に
合
致
し
な
い
こ
と
に
気
付
き
、「
孔
舎
衙
」
に
改
め
て
書
写
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
玉
屋
本
の
「
孔
舎
衙
」
表
記
を
本
文
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
玉
屋
本
『
日
本
書
紀
』（
安
垣
）
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【「孔舎衛」と「孔舎衙」（夏四月丙申朔庚申）】
【八月甲午朔乙未 牛酒】
・「
ム
ク
ロ
」
の
表
記
熱
田
本
、
北
野
本
で
は
、「
身
」
と
い
う
感
じ
に
対
し
て
「
ム
ク
ロ
」
と
訓
読
し
て
お
り
、
玉
屋
本
は
「
髐
髏
」
に
「
ム
ク
ロ
」
と
訓
読
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
玉
屋
本
書
写
年
代
に
お
い
て
、
卜
部
家
本
系
統
本
が
伝
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
玉
屋
本
が
、
熱
田
本
・
北
野
本
な
ど
の
卜
部
家
本
系
統
本
の
和
訓
に
従
っ
て
訓
読
を
附
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
・
独
自
注
釈
（
イ
）
六
月
乙
未
朔
丁
巳
遂
越
二
狭
野
一。〈
新
宮
与
那
智
境
。〉
（
ロ
）
八
月
甲
午
朔
乙
未
〈
牛
酒
此
云
二
師
子
左
介
一。
亦
曰
二
牛
酒
一。
禽
獣
宍
斬
食
レ
是
牛
酒
。
亦
曰
二
牛
乳
一。〉
「
牛
酒
（
17
）」
は
熱
田
本
で
は
「
シ
ゝ
」
と
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
玉
屋
本
で
は
、「
師
子
左
介
」（
シ
シ
サ
ケ
）
と
割
註
で
記
し
て
お
り
、
こ
こ
に
お
い
て
も
玉
屋
本
の
独
自
性
が
垣
間
見
え
る
。
（
ハ
）
九
月
甲
子
朔
戊
辰
厳
瓮
〈
手
抉
。
此
云
二
多
句
深
利
矣
尻
一。
厳
此
云
二
土
器
一。
瓮
住
吉
祭
在
。〉
「
瓮
住
吉
祭
在
」
に
つ
い
て
、
住
吉
大
社
に
は
「
埴
使
」
と
い
う
神
事
が
あ
り
、
毎
年
二
月
、
十
一
月
の
祈
年
祭
、
新
嘗
祭
に
先
立
っ
て
、
そ
の
土
器
を
製
造
す
る
た
め
に
埴
使
が
埴
土
を
畝
傍
山
で
採
取
す
る
（
18
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
瓮
が
住
吉
に
あ
る
と
い
う
注
釈
を
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
本
文
と
注
釈
と
が
混
在
す
る
玉
屋
本
の
特
徴
を
示
す
箇
所
で
あ
る
。
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【「ムクロ」の表記（春二月壬申朔辛亥）】
ま
た
、
九
月
甲
子
朔
戊
辰
①
に
は
（
諸
写
本
）
天
皇
大
喜
、
乃
拔
二
取
丹
生
川
上
之
五
百
箇
眞
坂
樹
一
以
祭
二
諸
神
一。
自
此
始
有
二
嚴
瓫
之
置
一
也
。
時
勅
二
道
臣
命
一。
今
以
二
高
皇
産
靈
尊
一。
朕
親
作
二
顯
齋
一。〈
顯
齋
。
此
云
二
于
圖
詩
怡
破
毘
一。〉
用
レ
汝
爲
二
齋
主
一。
授
以
二
嚴
媛
之
號
。
而
名
二
其
所
置
埴
瓮
一
爲
二
嚴
瓮
一。
又
火
名
爲
二
嚴
香
來
雷
一。
水
名
爲
二
嚴
罔
象
女
一。〈
罔
象
女
。
此
云
瀰
菟
破
廼
迷
。〉
粮
名
爲
二
嚴
稻
魂
女
一。〈
稻
魂
女
。
此
云
二
于
伽
能
迷
一。〉
薪
名
爲
二
嚴
山
雷
一。
草
名
爲
二
嚴
野
椎
一。
（
玉
屋
本
）
太
王
大
喜
、
乃
拔
二
取
丹
生
川
上
之
五
百
箇
眞
坂
樹
一
以
祭
二
諸
神
一。
自
此
始
有
二
嚴
瓫
之
置
一
也
。
時
勅
二
道
臣
命
一。
今
以
二
高
皇
産
靈
尊
一。
（
欠
）
親
作
二
顯
齋
一。〈
顯
齋
。
此
云
二
于
部
圖
詩
怡
破
毘
一。〉
用
レ
汝
爲
二
齋
主
一。
以
授
二
嚴
姫
之
號
。
日
罔
象
女
其
垣
瓫
所
レ
置
号
。
粮
名
爲
二
嚴
稻
魂
女
一。〈
跋
齋
。
此
云
二
宇
圖
詩
云
怡
破
毘
一。
尹
伊
都
幾
図
玉
屋
本
『
日
本
書
紀
』（
安
垣
）
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【九月甲子朔戊辰①厳瓮】
【九月甲子朔戊辰②】
【九月甲子朔戊辰③】
象
女
、
瀰
都
破
迺
毘
女
、
稻
魂
此
云
二
宇
賀
迺
美
多
广
一。
嚴
瓫
此
云
二
子
良
子
使
人
者
是
神
子
一。〉
薪
名
二
爲
嚴
山
雷
一。
草
名
爲
二
嚴
野
椎
一。
「
天
皇
」
を
「
太
王
」、「
授
以
」
を
「
以
授
」、「
媛
」
を
「
姫
」
と
い
っ
た
文
字
異
同
（
19
）、「
朕
」
の
脱
落
、
諸
写
本
に
な
い
「
部
」
の
追
加
、
本
文
の
著
し
い
逸
脱
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
九
月
甲
子
朔
戊
辰
で
は
、
装
丁
ミ
ス
も
確
認
で
き
る
。
本
来
、
写
真
①
八
行
目
以
降
は
、
写
真
③
七
行
目
に
続
き
、
写
真
②
一
～
七
行
目
ま
で
は
、
写
真
③
八
行
目
に
続
か
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
装
丁
ミ
ス
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
写
本
と
比
較
す
る
と
、
巻
三
に
関
し
て
も
強
い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
見
ら
れ
た
。
玉
屋
本
が
ど
の
よ
う
な
『
日
本
書
紀
』
を
書
写
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
古
本
系
・
卜
部
家
本
系
と
し
て
知
ら
れ
る
諸
写
本
を
手
本
と
し
て
、
忠
実
に
書
写
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
三
玉
屋
本
と
良
海
玉
屋
本
、
三
嶋
本
の
奥
書
に
「
良
海
」
の
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
作
者
は
良
海
と
い
う
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
各
奥
書
に
よ
る
と
、
良
海
は
、
応
永
二
十
三
年
に
玉
屋
本
神
代
上
を
書
写
し
た
後
、
応
永
三
十
五
年
に
三
嶋
神
社
（
20
）で
三
嶋
本
を
、永
享
三
年
か
ら
誉
田
八
幡
宮
（
21
）、
永
享
五
年
か
ら
武
林
峯
、
若
狭
遠
敷
下
宮
（
若
狭
姫
神
社
（
22
））
で
玉
屋
本
を
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
良
海
に
つ
い
て
は
、「
恐
ら
く
彼
に
は
快
尊
や
重
尊
・
真
尊
の
如
き
弟
子
的
な
助
力
者
が
あ
り
、
正
体
某
の
如
き
檀
那
が
所
在
に
い
た
」「
彼
は
若
州
・
河
州
・
江
州
な
ど
に
お
り
、
豆
州
三
嶋
も
、
彼
の
留
ま
る
に
一
つ
の
有
力
な
基
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」「
智
積
院
に
関
係
す
る
僧
侶
」
「
若
狭
一
宮
に
居
り
こ
ゝ
の
神
宮
寺
が
真
言
系
で
あ
つ
た
よ
り
し
て
、
良
海
は
真
言
宗
の
人
で
あ
つ
た
」
（
23
）と
い
っ
た
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
段
階
で
こ
れ
以
上
の
情
報
は
追
う
こ
と
が
で
き
な
い
（
24
）。
し
か
し
、
玉
屋
本
、
三
嶋
本
の
書
写
者
「
良
海
」
と
同
時
代
に
、
（
イ
）「
高
野
山
文
書
」
応
永
三
十
一
年
正
月
十
九
日
「
大
法
師
良
海
（
花
押
）」
（
ロ
）「
高
野
山
文
書
」
永
享
三
年
勧
學
院
良
海
起
請
文
「
永
享
三
年
卯
月
廿
五
日
勧
學
院
良
海
（
花
押
）」
な
ど
の
「
良
海
」
の
名
が
見
ら
れ
、
書
写
者
良
海
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
が
、
複
数
の
良
海
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
中
世
に
お
け
る
神
社
と
僧
侶
の
関
係
か
ら
考
え
る
と
、
良
海
の
玉
屋
本
・
三
嶋
本
書
写
と
同
時
代
の
熱
田
本
日
本
書
紀
の
寄
進
状
に
、
奉
納
熱
田
太
神
宮
内
院
日
本
紀
用
巻
十
五
巻
第
一
巻
上
下
共
十
六
巻
（
中
略
）
圓
福
寺
三
代
厳
阿
所
事
沙
汰
也
― 50 ―
と
あ
り
、
熱
田
本
が
僧
侶
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
世
に
お
い
て
、
僧
侶
の
日
本
書
紀
信
仰
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
玉
屋
本
が
「
神
代
上
日
本
紀
巻
第
一
」
か
ら
始
ま
り
、「
日
本
紀
」
と
い
う
中
世
的
な
呼
称
を
用
い
て
い
る
こ
と
（
25
）、
他
の
書
写
本
に
は
存
在
し
な
い
、
本
文
に
対
す
る
独
自
の
注
釈
を
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
註
釈
の
断
片
を
本
文
中
に
併
せ
持
つ
諸
本
こ
そ
、
む
し
ろ
中
世
註
釈
の
ひ
と
つ
の
あ
り
よ
う
と
し
て
見
直
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
（
26
）」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
玉
屋
本
は
ま
さ
に
、
中
世
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
の
受
容
や
、
注
釈
行
為
の
実
態
を
示
す
貴
重
な
例
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
こ
れ
ま
で
、
玉
屋
本
は
『
日
本
書
紀
』
の
写
本
と
し
て
、
内
容
の
著
し
い
独
自
性
か
ら
、「
改
攙
本
」「
正
統
／
正
当
な
『
日
本
書
紀
』
か
ら
の
逸
脱
」
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
日
本
書
紀
』
の
写
本
と
し
て
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
強
い
た
め
、『
日
本
書
紀
』
と
玉
屋
本
を
同
一
の
史
料
と
捉
え
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
玉
屋
本
が
僧
侶
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
、
同
時
代
に
熱
田
本
が
僧
侶
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
中
世
に
お
け
る
僧
侶
の
日
本
書
紀
信
仰
が
窺
え
た
。
中
世
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
、
表
題
が
「
日
本
紀
」
と
な
っ
て
い
る
玉
屋
本
『
日
本
書
紀
』（
安
垣
）
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良海の足跡
年代 場所 書写内容
応永二十三年（1416） 記載なし 玉屋本神代上
応永三十五年（1428） 三嶋宮 三嶋本
永享三年三月（1431） 河内、誉田八幡宮東一院 玉屋本巻九
永享三年卯月（1431） 河内、誉田八幡宮東一院 玉屋本巻十
年号なし 河内、誉田八幡宮東一院 玉屋本巻三
永享三年辛亥七月（1431） 河州長野誉田八幡宮東院
永享五年三月（1433） 江州、犬上郡武林峯 玉屋本巻四
永享五年三月（1433） 江州、犬上郡武林峯 玉屋本巻八
永享五年（1433） 江州、犬上郡武林峯 玉屋本巻七
永享五年五月（1433） 若狭、遠敷下宮 玉屋本巻五
自応永廿三年至永享五年 若狭、遠敷下宮 玉屋本巻六
こ
と
、
内
容
に
独
自
注
釈
を
加
え
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
中
世
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
受
容
や
、
注
釈
の
実
態
が
伺
え
る
例
の
一
つ
と
い
え
る
。
玉
屋
本
を
『
日
本
書
紀
』
の
写
本
と
し
て
「
改
攙
」
な
ど
と
解
釈
し
て
切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
中
世
に
お
け
る
一
テ
キ
ス
ト
と
し
て
位
置
付
け
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
玉
屋
本
の
底
本
と
な
っ
た
『
日
本
書
紀
』
が
、
ど
の
時
代
の
写
本
で
、
玉
屋
本
以
前
か
ら
独
自
解
釈
を
付
し
て
い
た
の
か
、
僧
侶
良
海
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
注
（
1
）
坂
本
太
郎
「
記
紀
研
究
の
現
段
階
」（『
坂
本
太
郎
著
作
集
』
二
、
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
三
年
）、荊
木
美
行「
日
本
書
紀
研
究
の
現
在
」
（『
日
本
書
紀
の
誕
生
』、
八
木
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
（
2
）中
村
啓
信『
校
本
日
本
書
紀
』（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
、
角
川
学
芸
出
版
、
一
九
七
三
年
）
（
3
）
大
野
晋
『
日
本
書
紀
①
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
2
、
一
九
九
四
年
）
（
4
）
石
上
英
一
「
日
本
書
紀
の
写
本
」（『
日
本
書
紀
の
誕
生
』、
八
木
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
（
5
）
毛
利
正
守
他
編
『
日
本
書
紀
①
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
2
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
ま
た
、
植
田
麦
（
二
〇
一
九
年
）
に
お
い
て
、「『
日
本
書
紀
』
写
本
の
う
ち
、
神
代
巻
に
つ
い
て
は
、
一
書
を
正
文
に
続
け
て
小
字
双
行
に
す
る
も
の
を
古
本
系
、
一
書
を
改
行
し
て
一
段
下
げ
の
大
字
単
行
に
す
る
も
の
を
卜
部
系
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
」
と
し
て
い
る
。
（
6
）
毛
利
正
守
他
編
『
日
本
書
紀
①
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
2
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
（
7
）
近
藤
喜
博
「
玉
屋
本
日
本
書
紀
に
就
い
て
」（『
藝
林
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
五
一
年
）
に
よ
る
と
、
神
代
巻
は
古
本
系
に
分
類
さ
れ
る
も
の
の
、
諸
写
本
の
古
本
系
と
は
性
格
が
異
な
る
と
あ
る
た
め
、
神
代
巻
が
古
本
系
の
特
徴
を
持
つ
と
は
い
っ
て
も
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
（
8
）
日
本
書
紀
撰
進
千
二
百
年
紀
念
会
編
『
日
本
書
紀
古
本
集
影
』
（
一
九
二
〇
年
）、
丸
山
二
郎
『
日
本
書
紀
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
五
年
）、
玉
屋
本
に
関
す
る
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
入
田
整
三
「
玉
屋
本
日
本
書
紀
の
伝
来
に
つ
い
て
」（『
書
誌
』
四
、
一
九
二
六
年
）
植
田
麦
「
非
卜
部
系
統
『
日
本
書
紀
』
写
本
群
に
つ
い
て
―
為
縄
本
・
玉
屋
本
・
三
嶋
本
―
」（『
實
踐
國
文
學
』
92
号
、
実
践
女
子
大
学
、
二
〇
一
七
年
）「
玉
屋
本
『
日
本
書
紀
』
の
神
代
巻
に
つ
い
て
」（『
上
代
学
論
叢
』、
研
究
叢
書
５
１
２
、
二
〇
一
九
年
）
大
島
信
生
「
日
本
書
紀
巻
第
一
、
第
五
段
（
四
神
出
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生
章
）
一
書
第
二
を
め
ぐ
っ
て
」（『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
輯
、
二
〇
〇
二
年
）
近
藤
喜
博
「
玉
屋
本
日
本
書
紀
に
就
い
て
」（『
藝
林
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
五
一
年
）
手
嶋
大
侑
『
蓬
左
』
第
95
号
（
蓬
左
文
庫
、
二
〇
一
七
年
）
な
お
、
玉
屋
本
と
関
係
の
深
い
三
嶋
本
に
つ
い
て
は
、
植
田
麦
「
三
嶋
本
『
日
本
書
紀
』
と
『
類
聚
国
史
』」（『
文
学
史
研
究
』
第
五
十
六
号
、
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
）「
三
嶋
本
『
日
本
書
紀
』
と
具
書
に
つ
い
て
」（
萬
葉
七
曜
会
編
『
論
集
上
代
文
学
』
三
八
冊
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
前
掲
植
田
氏
論
文
（
二
〇
一
七
年
）
前
掲
大
島
氏
論
文
（
二
〇
〇
二
年
）、
近
藤
喜
博
「
三
嶋
本
日
本
書
紀
に
関
す
る
覚
書
」（『
國
史
学
』、
第
五
十
二
号
一
九
五
〇
年
）
中
村
啓
信
「
三
嶋
本
『
日
本
書
紀
』」（『
日
本
書
紀
の
基
礎
的
研
究
』、
高
科
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
五
〇
年
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
本
論
文
に
お
け
る
画
像
史
料
は
、
全
て
東
京
国
立
博
物
館
公
開
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
用
し
て
い
る
。
（
9
）
入
田
製
三
「
玉
屋
本
日
本
書
紀
の
伝
来
に
つ
い
て
」（『
書
誌
』
四
、
一
九
二
六
年
）
に
よ
る
と
、
小
杉
榲
邨
が
交
渉
し
て
、
明
治
三
十
二
年
に
東
京
国
立
博
物
館
に
買
い
入
れ
た
と
あ
る
。
（
10
）
智
積
院
の
特
定
に
関
し
て
は
、
近
藤
喜
博
「
玉
屋
本
日
本
書
紀
に
就
い
て
」（『
藝
林
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
五
一
年
）
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
（
11
）「
玉
屋
」
は
吉
原
・
江
戸
町
一
丁
目
に
あ
っ
た
有
力
な
妓
楼
で
、「
角
玉
屋
」「
火
焔
玉
屋
」と
の
通
称
が
あ
っ
た
。
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）
に
細
見
株
を
入
手
し
、
以
後
『
新
吉
原
細
見
』
を
出
版
し
て
い
る
。
江
戸
吉
原
叢
刊
刊
行
会
編
『
吉
原
細
見
宝
永
～
明
治
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。
（
12
）
中
村
啓
信
「
古
事
記
日
本
書
紀
諸
本
・
注
釈
書
解
説
」（
神
野
志
隆
光
編
『
古
事
記
日
本
書
紀
必
携
』、
學
燈
社
、
一
九
九
六
年
）
（
13
）
前
掲
植
田
氏
論
文
（
二
〇
一
六
年
）
（
14
）
前
掲
植
田
氏
論
文
（
二
〇
一
六
年
）
（
15
）
前
掲
植
田
氏
論
文
（
二
〇
一
九
年
）
（
16
）
前
掲
植
田
氏
論
文
（
二
〇
一
九
年
）
や
、
前
掲
近
藤
氏
論
文
（
一
九
五
一
年
）、
前
掲
大
島
氏
論
文
（
二
〇
〇
二
年
）
（
17
）
真
弓
常
忠
『
天
香
山
と
畝
傍
山
』（
学
生
社
、
一
九
七
一
年
）
（
18
）
肉
食
や
牛
を
殺
す
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
有
清
『
牛
と
古
代
人
の
生
活
』（
至
文
堂
、
一
九
六
七
年
）
平
林
章
仁
『
神
々
と
肉
食
の
古
代
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
に
詳
し
い
。
（
19
）
他
に
も
、
神
武
天
皇
紀
の
文
字
異
同
は
「
魔
」
を
「
麻
」、「
葬
」
を
「
薨
」、「
盾
」
を
「
楯
」、「
舟
」
を
「
船
」、「
嗟
乎
」
を
「
嗚
呼
」、
「
厄
」
を
「
屍
」、「
由
是
」
を
「
是
因
」、「
卒
」
を
「
率
」、「
大
神
」
を
「
太
神
」、「
来
」
を
「
米
」、「
基
」
を
「
墓
」、「
比
」
を
「
昆
」、
「
曰
」
を
「
言
」、「
催
」
を
「
推
」、「
離
」
を
「
利
」、「
智
」
を
「
知
」、
玉
屋
本
『
日
本
書
紀
』（
安
垣
）
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「
匂
」
を
「
句
」、「
介
」
を
「
省
」
を
「
看
」、「
式
」
を
「
戒
」、「
之
」
を
「
彼
」、「
為
」
を
「
曰
」、「
排
」
を
「
披
」、「
子
」
を
「
者
」、「
椰
」
を
「
耶
」、「
墨
」
を
「
黒
」、「
夜
」
を
「
耶
」、「
邏
」
を
「
良
」、「
怡
」
を
「
伊
」、「
辞
」
を
「
志
」、「
埴
」
を
「
垣
」、「
抉
」
を
「
尻
」、「
餌
」
を
「
深
」、「
刃
」
を
「
釼
」、「
流
」
を
「
沈
」、「
川
」
を
「
河
」、「
媛
」
を
「
姫
」、「
椎
」
を
「
槌
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
（
20
）
祭
神
の
「
三
島
神
」
は
「
御
島
神
」
の
謂
。
元
は
本
社
が
白
濱
に
あ
っ
た
が
、
延
喜
式
撰
上
以
後
に
三
島
へ
勧
請
さ
れ
た
。（
式
内
社
研
究
会
編
『
式
内
社
調
査
報
告
』
第
十
巻
伊
豆
国
・
甲
斐
国
（
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
一
九
八
六
年
）
（
21
）
応
神
天
皇
を
主
祭
神
と
し
、
当
宮
の
縁
起
に
つ
い
て
は
「
誉
田
宗
縁
起
」
に
詳
し
い
。（『
応
神
天
皇
宗
廟
誉
田
八
幡
宮
』、
一
九
七
二
年
）
（
22
）
河
音
能
平
氏
は
若
狭
姫
神
社
の
縁
起
を
若
狭
彦
大
明
神
の
垂
迹
と
神
宮
寺
の
建
立
を
関
連
付
け
、
十
二
世
紀
の
若
狭
彦
大
明
神
の
神
格
が
新
た
に
観
念
化
さ
れ
た
と
考
察
し
て
い
る
。（『
河
音
能
平
著
作
集
3
封
建
制
理
論
の
諸
問
題
』
文
理
閣
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
一
九
七
〇
年
）
（
23
）
近
藤
喜
博
「
三
嶋
本
日
本
書
紀
に
関
す
る
覚
書
」（『
國
史
学
』、
第
五
十
二
号
一
九
五
〇
年
）
（
24
）
他
に
も
、
前
掲
植
田
氏
論
文
（
二
〇
一
七
年
）
に
よ
っ
て
、「
摂
嶺
院
授
与
記
」（
真
福
寺
善
本
叢
刊『
類
聚
神
祇
本
源
』所
収
）に「
良
海
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
25
）
中
村
啓
信
「
日
本
書
紀
と
中
世
神
道
」（『
中
世
文
学
』
第
四
十
四
巻
、
一
九
九
九
年
）
（
26
）
原
克
昭
『
中
世
日
本
紀
論
考
註
釈
の
思
想
史
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
二
年
、
二
十
六
頁
、
初
出
二
〇
〇
八
年
）
（
や
す
が
き
ゆ
う
き
・
皇
學
館
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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